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└ऍᯃល┖

「日本農業の改革元年」に思うこと

吉 村 康 弘1

大学生の時に「なぜ世界の半分が飢えるのか」
※）という本を読みました。詳細は割愛しますが，
その内容は「飢え」は異常気象や技術不足による
ものではなく，世界の社会制度・構造が原因，と
いうもの。読後，食料を海外に依存している日本
は世界構造の中で「飢え」を助長しているのでは
ないか，と考えさせられました。この本の出版が
1984年，今年でちょうど40年が経過しました。こ
の間日本の食料自給率はカロリーベースで1990年
が48%，2020年が38%と低下し，縁あって農業試
験研究に携わる私としては，この自給率の数字は
農業技術が要因ではないにしても，残念であり情
けなくもあります。
さて2024年，農林水産省は食料・農業・農村基

本法改正案などの提出を予定し，食料安全保障強
化，環境負荷軽減を進める「みどりの食料システ
ム戦略」やスマート農業技術推進など「日本農業
の改革元年」を唱えています。一方，2040年の日
本の基幹的農業従事者は2020年の4分の1である35

万人となるとの試算結果もでています。「農業の
改革」を進めるには，広範な人材と技術分野の連
携が必要になるでしょう。穀物価格や資材価格高
騰で食料のみならず農業資材も多くを海外に依存
していることが広く国内の方にも認識され，かつ
気候変動の影響もあり，農業についての関心が高
まっているのを感じます。
先日，旭川にある工業専門学校で学校の活動に

ついての意見交換を行いました。この学校は「ロ
ボコン」の出場でも有名ですが，近年は「地元へ
の貢献」の一環として農業分野への取り組みを進
めています。校内にビニルハウスを作り学生らが
野菜を育て，さらには地域の町村と農業分野で協
力や共同研究を実施するなど，当学校のもつ情報
技術や工学的知見を活用し農業生産に貢献する活

動を行っています。また，教職員の方と上川農試
との情報交換も行っているところです。道内の工
学系学生は，半導体開発・生産に関わるプロジェ
クトへの参加や関連企業への就職などで今や注目
の的，一方，半導体や情報科学技術はこれからの
農業に欠かせないものとなっています。工学系の
学生がトマトを育てている姿はとても微笑まし
く，彼らが農業に接することで，彼らの持つ知見
や技術を農業分野に活かすきっかけとなり，将来
は農業の課題解決や生産に貢献してほしいと願っ
てやみません。
社会全般の傾向ではありますが，農業現場でも

多様な働き方と人材が求められています。経営規
模，環境条件も様々で，営農方法や技術展開も多
様化することが必要になっています。これまで「農
業」は，土地や気象，作物をよく知り，経験を積
み，特殊な技能・技術が必要とのやや「閉鎖的」
な感がありました。手前味噌ではありますが，農
業試験研究が農業という複雑かつ特殊な条件下で
行われる営みを科学的に解析し，技術や知見を広
く一般的な情報に翻訳してきたことで，広範な分
野との連携や成果の利活用にも役立ってきたので
はないでしょうか。これからさらに医療・福祉や
防災・環境など広範な分野・人材との協力も求め
られるでしょう。社会全般に農業への関心が高
まっている今こそ連携のチャンスとも言えます。
北海道・日本は世界的に見ても農業を行う環境

には恵まれた条件をもつ地域です。魅力的な農業
生産が持続・発展できるよう，多くの人の協力を
得ながら一歩一歩技術開発を進め，足下の資源を
活用して海外依存を少しでも減らせないだろう
か，それが「農業の改革」ではないかと改めて考
えさせられています。

※）（著）スーザン・ジョージ，（訳）小南祐一郎，谷口真里子
朝日新聞社1 道総研上川農業試験場 Yasuhiro YOSHIMURA




